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〔１〕
2002年6月期本決算実績
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部門別売上推移（連結）

■IPネットワーク事業
IPネットワークのコンサル・設計事業の納期は３Qに偏り、３Q854百万円→４Q761百万
円へ。

■IPプラットフォーム事業
映像部門（プラズマディスプレイ他）画像部門（ATM他）、通信・モバイル部門の受注は
堅調であるが売上としては、３Q 1,401百万円→４Q 1,353百万円へ。

（百万円）

2000/6 00/9 00/12 01/3 01/6 2001/6 01/9 01/12 02/3 02/6 2002/6
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

［売上］
IPネットワーク事業 百万円 1137 11 267 228 344 1,073 392 357 854 761 2,330

前年比 ％ -5.6% 3463.6% 33.7% 274.6% 121.1% 117.2%
IPプラットフォーム事業 百万円 0 0 0 0 1,044 1,044 1,162 1,395 1,401 1,353 5,311

前年比 ％ 408.7%
その他事業 百万円 0 0 3 41 15 59 10 13 7 37 70

前年比 ％ 333.3% -82.9% 144.3% 18.6%
合計 百万円 1,137 11 271 269 1,403 2,177 1,565 1,764 2,264 2,119 7,712

前年比 ％ 91.5% 14126.0% 551.1% 5,446 51.0% 254.2%
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P/L（連結）の推移（１）

■売上総利益：外注費の増加等により、売上総利益は3Q 437百万円→4Q 135百万円

■販管費：タウ技研子会社化による連結調整勘定の償却は３Qまでに償却

■営業利益：売上総利益の減少により連結調整勘定償却を除く営業利益は３Q
▲222百万円→４Q▲546百万円。

（百万円）

2000/6 00/9 00/12 01/3 01/6 2001/6 01/9 01/12 02/3 02/6 2002/6
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 百万円 1,137 235 270 269 1,403 2,177 1,565 1,764 2,264 2,119 7,712
前年比 ％ 56.7% 64.1% -10.3% 65.9% 164.5% 91.5% 566.8% 553.3% 740.3% 51.0% 254.2%

売上原価 百万円 593 119 176 154 1,080 1,528 1,168 1,395 1,826 1,984 6,373
前年比 ％ 55.1% 22.0% -33.4% 27.0% 880.1% 157.7% 885.7% 692.2% 1083.3% 83.8% 317.0%
原価率 ％ 52.2% 50.5% 65.2% 57.3% 76.9% 70.2% 74.6% 79.0% 80.7% 93.6% 82.6%

売上総利益 百万円 544 116 94 115 324 649 397 370 437 135 1,339
前年比 ％ 58.5% 152.6% 155.9% 181.5% -23.0% 19.3% 241.4% 293.4% 280.2% -58.4% 106.3%
利益率 ％ 47.8% 49.5% 34.8% 42.7% 23.1% 29.8% 25.4% 21.0% 19.3% 6.4% 17.4%

販管費 百万円 494 166 198 225 529 1,118 591 683 807 681 2,763
前年比 ％ 82.0% 45.3% 36.8% 66.5% 431.6% 126.5% 256.2% 244.8% 259.2% 28.7% 147.1%
対売上比率 ％ 43.4% 70.7% 73.4% 83.4% 37.7% 51.4% 37.8% 38.7% 35.7% 32.1% 35.8%

営業利益 百万円 50 -50 -104 -110 -206 -469 -195 -313 -370 -546 -1,424
前年比 ％ -30.3% -1036.3% 203.5%
利益率 ％ 4.4% -21.2% -38.5% -40.7% -14.7% -21.6% -12.4% -17.7% -16.3% -25.8% -18.5%
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P/L（連結）の推移（２）

■営業外費用(▲812百万円)の主な内訳
・投資消去差額の償却（１年償却の1/4相当分）▲627百万円。
・持分法投資損益 ▲165百万円。
・組合損失 ▲20百万円。
■経常利益
連結調整勘定償却と投資消去差額償却を除くと、3Q▲239百万円 →4Q▲ 726百万円。
■特別損失
投資有価証券の評価損計上。

（百万円）

2000/6 00/9 00/12 01/3 01/6 2001/6 01/9 01/12 02/3 02/6 2002/6
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業外収益 百万円 11 4 9 11 12 36 4 3 12 6 24
営業外費用 百万円 32 40 115 55 115 325 671 779 666 812 2,928
経常利益 百万円 29 -85 -210 -154 -309 -758 -862 -1,089 -1,024 -1,353 -4,328

前年比 ％ -53.7% -2675.4% 470.7%
利益率 ％ 2.6% -36.4% -77.7% -57.2% -22.0% -34.8% -55.1% -61.7% -45.2% -63.9% -56.1%

特別利益 百万円 0 0 29 0 4 33 0 3 -1 115 117
特別損失 百万円 25 0 10 0 82 92 74 38 424 344 880
税引前利益 百万円 5 -85 -191 -154 -387 -817 -936 -1,124 -1,449 -1,582 -5,091

前年比 ％ -92.9% 22.7% 46.4% 65.8% -229.9% -18064.0% 996.8% 487.8% 840.7% 309.2% 523.0%
法人税住民税 百万円 31 1 2 10 35 49 51 42 46 66 204

実効税率 ％ 688.0% -1.2% -1.3% -6.8% -9.1% -6.0% -5.4% -3.7% -3.2% -0 -4.0%
法人税等調整額 -22 0 37 0 -15 22 13 -7 -2 0 4
少数株主損失 2 3 13 17 15 69 177 247 508
当期利益 百万円 -5 -87 -228 -162 -309 -871 -984 -1,090 -1,317 -1,353 -4,791

前年比 ％ -128.4% 17525.5% 450.3%
利益率 ％ -0.4% -37.0% -84.6% -60.0% -22.0% -40.0% -62.9% -61.8% -58.2% -63.9% -62.1%
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B/S（連結）の推移（資産の部）

■手元流動性：現預金＋短期有価証券（3Q 4128百万円 → 4Q 1459百万円）。

■たな卸資産：タウ技研の原材料中心。

（百万円）

 01/6 01/9 01/12 02/3 02/6
流動資産 5456 6714 7230 7088 4999
現預金 2790 4063 3676 4117 1448
受取手形及び売掛金 1709 1615 1776 2102 1646
有価証券 313 314 1011 11 11
たな卸資産 529 629 652 667 643
貸倒引当金 -3 -3 -4 -12 -35
その他 118 97 118 203 1286

固定資産 7517 6805 5855 6266 5100
有形固定資産 160 183 249 2205 2124
無形固定資産 474 319 169 60 38
連結調整勘定 462 308 157 38 0
その他 12 12 12 21 0
投資その他資産 6883 6233 5437 4001 2938
投資有価証券 2383 2397 2685 1820 715
関係会社株式 3139 2487 1759 1186 1347
出資金 1041 1026 571 565 545
その他 286 290 421 5 297

繰延資産 0 0 0 0 0
資産合計 12973 13450 13084 13355 10098
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B/S（連結）の推移（負債の部）

■支払手形及び買掛金：タウ技研分が大半。

■短期借入金：タウ技研分、他社はゼロ。

■少数株主持分：主にBBXのNEC、松下などによる持分。

（百万円）

（100万円） 01/6 01/9 01/12 02/3 02/6
流動負債 1939 1906 2325 3040 2716
支払手形及び買掛金 1184 1148 1342 1708 1527
短期借入金 434 474 542 545 407
賞与引当金 25 48 29 58 33
その他 297 236 412 729 749

固定負債 85 89 198 1145 962
長期未払金 880
退職給付引当金 69 70 72 74 80
その他 10 12 126 888 882

負債合計 2024 1984 2523 4186 3678
少数株主持分 267 1759 1692 1896 417
資本金 2050 2050 2081 2083 2188
資本準備金 9421 9421 9452 9452 9467
剰余金 -807 -1791 -2881 -4198 -5590
その他有価証券評価差額金 13 196 -87 -5
為替換算調整勘定 18 14 22 23 14
資本合計 10682 9707 8870 7273 6004
負債・資本合計 12973 13450 13084 13355 10098
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〔２〕
総合IPネットワーク・ソリューション・プロバイダー

としての展開

8
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企業顧客の経営の成否
↓

IT戦略の巧拙によって決定

企業経営の環境の変化

IP化、ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ化の加速
↓

ITｼｽﾃﾑの最適化における
ﾈｯﾄﾜｰｸ技術の重要性の増加

企業の自社ネットワーク
システムの中立的な分析

企業価値増大のための
ソリューション提供能力

中立性を貫いてきた
当社の経営戦略と
培ってきた技術
実績が活きる環境
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企業顧客

監視・運用～ｾｷｭﾘﾃｨ

ﾌｧｼﾘﾃｨ提供～ﾈｯﾄﾜｰｸ設計構築

ﾒﾃﾞｨｱﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ～CDN

＜ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ＞
（2002/6ｱﾀﾎﾞｯｸ社と戦略的提携）

環境の変化にともなう体制の見直し

企業顧客のＩＰ化に伴う
ネットワークソリューションを提供

１．IPネットワーク事業

Ø資源と人材の投入
ØIRIグループ、外部企業との提携

グループ
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企業顧客

環境の変化にともなう体制の見直し

２．IPプラットフォーム事業

端末技術 ネットワーク技術

タウ技研

組み込み型ソフトウェアの開発において
既に大企業顧客を開拓

Øユビキタス端末の開発
Ø映像信号制御回路/ﾌｧｰﾑｳｪｱ
Ø無線制御系ﾌｧｰﾑｳｪｱ

ユビキタス環境の進展にむけた
シナジーの最大限の発揮をめざす
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IRIｸﾞﾙｰﾌﾟによるIP-centric Enterprise Solution

顧客

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞに特化した

iDC（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ）

24時間受託運用・監視

ISP間接続/ CATV接続

iDC間接続

ISP中立のｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ配信

RBBTodayによるWebﾒﾃﾞｨｱ展開
Webｼｽﾃﾑ構築

ユビキタス端末の開発

映像信号制御回路/ﾌｧｰﾑｳｪｱ

無線制御系ﾌｧｰﾑｳｪｱ

IT技術者に特化した人材派遣

中立的立場からの

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ/ﾈｯﾄﾜｰｸ設計

通信ｷｬﾘｱ /ﾍﾞﾝﾀﾞｰ選定支援

IPによるﾈｯﾄﾜｰｸの
根本的刷新要求

IPﾈｯﾄﾜｰｸ基本ｻｰﾋﾞｽ IPﾈｯﾄﾜｰｸ応用ｻｰﾋﾞｽ
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企業経営IP化の要

IRIのコアコンピタンス：ネットワーク技術力

ネットワーク技術が、
企業の情報システムの
成否を握る時代

最先端ネットワーク技術の実績

１．日本初の商用ＩＸであるＪＰＩＸを起案・構築・運用：1997年～現在

300Mbps

13Gbps

3．日本最大のﾄﾗﾌｨｯｸを発生するYahoo!ｻｰﾊﾞの運用：2001年～現在

4．世界初のﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｴｸｽﾁｪﾝｼﾞの構築・運用： 2002年～現在

2．日本初のﾓﾊﾞｲﾙISPの構築・運用支援：1998年～現在
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IRIの業界的立場：中立的ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

自動車・機械・鉄鋼
化学・流通・建設
など非IT産業

ISPｺﾐｭﾆﾃｨ

通信キャリア
ﾈｯﾄﾜｰｸ機器/
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾍﾞﾝﾀﾞｰ

家電業界

(※1) ISP：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｻｰﾋﾞｽ・ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ

新たなIT化ﾌｪｰｽﾞを迎えて

ｱｾｯﾄを持たないIRIの役割

放送局

ユビキタス時代の

IP-centric Enterprise Solution
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顧
客

顧客の視点から、
経営資源を常に見直す

投
資
家

株
主

社内リソース（技術集団）をコアとし、
中立的な立場で外部企業との協業
を図る、サービス提供能力

企業価値の増大

施策および実績

施策；
1. 企業顧客をターゲットにした組織編成
2. 人材獲得と業務アライアンスの強化
3. ＩＲＩグループシナジーの極大化に向けた情報共有

実績；
1. 大手企業の情報システム部門からの新規案件受託
2. 企業顧客開拓の実績豊富な経営幹部、スタッフの加入

グループ
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〔３〕
連結部門別各社の動向

16
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主要な連結子会社と持分法適用会社
◆重要連結子会社

◆主要な持分法適用会社
会社名 事業内容 出資比率
(株)ブロードバンド・エクスチェンジ NEC、松下電器、東京電力、ＮＴＴデータ、住友商事との合

弁。メトロポリタンエリアにてiDC、ＩＳＰ、ＢＢｷｬﾘｱ向けに
Layer3のBBトラフィック交換サービスを提供。

45.4%

(株)プロデュース・オン・デマンド 通信と放送の融合を目指した、次世代放送システムの研
究・開発および構築。

25.4%

モバイル・インターネットキャピタル(株) モバイル及びインターネット関連にフォーカスした、ベン
チャーキャピタル。

35.7%

(株)パソナテック ITスタッフ登録数で日本最大規模の、IT技術者の派遣・紹介
企業。

25.5%

会社名 事業内容 出資比率

日本ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾁｪﾝｼﾞ（株） KDDI（第1位）、IRI（第2位）他合計16社の合弁 現在約100
社のISP向けのﾄﾗﾌｨｯｸ交換ｻｰﾋﾞｽを提供

9.2%

◆戦略的合弁会社

(株)ブロードバンドタワー ブロードバンド時代の情報発信拠点としてのiDC事業を展
開。IRI技術の集約拠点。

67.6%

(株)インターネットC&O 日本電話施設、日本ｺﾑｼｽ、ｷﾔﾉﾝ子会社との合弁
IPﾈｯﾄﾜｰｸ・ｻｰﾊﾞの24時間運用保守

56.3%

IRI C&T メディアマーケティング（日本最大のブロードバンド情報
専門サイトの運営）と代理店

100.0%

タウ技研(株) 画像・映像信号処理・ﾈｯﾄﾜｰｸ機器の開発会社 100.0%

会社名 事業内容 出資比率

(旧グローバルセンター・ジャパン)

(平成15年6月期より、持分法適用会社)
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【IPネットワーク事業】BBTower

◆大口顧客をターゲットに、2002年末～2003年初迄に月次黒字化を目標
2002.1月～3月実績 2002.4月～6月実績

売上 208百万円 291百万円
営業損失 186百万円 187百万円

◆当面の注力点
(1)有名BBコンテンツ(大容量トラフィックサーバー)の誘致

Yahoo!Japan、JPIX、BBXに続き、

有線ブロードネットワークス、大手携帯電話会社、

大手コンシューマープロダクトメーカーをはじめとする

大口顧客を獲得。

(2)サービスメニューの強化
富士通システムソリューションズをはじめ、

SI系、VC、xSP各社と順次提携し、販路を拡大。

通信事業者,コンテンツ事業者,放送事業者

ＩＲＩグループ及び、外部事業社との
連携による、サービス発信拠点

顧客
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【IPネットワーク事業】BBTower

コンテンツコンテンツ

ISP

ISP

ISP

The
Internet

iDCからﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ発信センターへ

CATV

xDSL

CATV

ブロードバンド配信センター構想ブロードバンド配信センター構想
高速アクセス網を通じ
複数のブロードバンド事業者にダイレクトに配信

ＦＴＴＨ
ｱｸｾｽｷｬﾘｱ

ADSL
ｱｸｾｽｷｬﾘｱ

ADSL
ｱｸｾｽｷｬﾘｱ ＦＴＴＨ

ｱｸｾｽｷｬﾘｱ

CATV
ﾈｯﾄﾜｰｸ
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【IPネットワーク事業】BBX：協調型BB環境の構築を強化

◆コアであるNX事業の課金サービスは2002年2月開始
2002年3月決算期実績
・売上 18百万円
・営業損失 382百万円

２００２年度

２００３年度

◆全国展開を視野に、2002年10月より

東名阪・福岡の主要都市へ展開！
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◆PDP=PCカードの受注は堅調、当初見込を上回る
2002年6月期実績
・売上 5,311百万円（当初見込5，060百万円）
・経常利益 323百万円（当初見込250百万円）

◆顧客構成
売上高の大半は、優良企業５社が占める。

シャープ、J-フォン、オムロン、富士写真光機、オリンパス

【IPプラットフォーム事業】タウ技研：堅調な受注続く

通信ﾓﾊﾞｲﾙ部門
16%

ｿﾌﾄｳｪｱ部門
8%

映像部門
56%

画像部門
20%
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インターネットインフラの発展を推進、共に成長

創業期創業期 先行投資期先行投資期 成長期成長期

409

725

売上
(百万円)

連結調整勘定を除く営業利益
(百万円)

1998/61998/6 1999/61999/6

90
3

14 72

1137

2001/62001/6 2002/62002/6

ｷｬﾘｱISPへ
技術支援

商用IX
事業始動

ﾓﾊﾞｲﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
関連事業始

iDC関連の
運用事業始動

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ
関連事業始動

50

2177

ﾕﾋﾞｷﾀｽ
関連事業始動

-310

1997/61997/6 2000/62000/6 2003/62003/6

～～～～
～～～～

-963

7711

～～～～

営業
利益

売上

480

8500


